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1　はじめに
～誰も自殺に追い込まれることのない

社会の実現を目指して～
　日本での自殺者数は、平成 22 年以降減少傾向にありましたが、令和 2年に 11 年ぶりに増加
しました。令和 3年は再び減少しましたが、依然１日に 50 人以上のかたが自殺で尊い命をなく
されています。男女別では男性が女性の約 2倍で、年齢別では 40 歳代～ 60 歳代のかたが多く
自殺しています。近年では、若者世代の自殺も増加し、自殺に追い込まれるかたをいかに減ら
していくかは、重要な課題となっています。

　自殺は個人の自由な意志や選択の結果ではなく、実際には生活苦や健康問題、介護疲れ、う
つ病などさまざまな要因が複雑に絡み合い、心理的に追い込まれた末の死であるといえます。

　死にたいと考えている人は、心の中では「生きたい」という気持ちで揺れ動いていると思わ
れます。眠れない、食欲がないなど自殺の危険を示すサインを発したり、多重債務の解消のた
めに経済的な支援を求め、さまざまな相談機関を訪れています。

　周囲の人も悩んでいる本人のサイン（変化）に気づき、適切な相談窓口につなぎ、関係機関
の連携により「生きる支援」ができる仕組みを創っていくことが大切です。

　かけがえのない命をみんなでまもるために、区では様々な自殺対策事業や関連する支援事業
を行っています。この冊子「こころといのちの相談支援」は、窓口職員や相談を受ける多くの
関係者にご活用いただくことを目的に作成しました。

　自殺は誰もが直面する可能性のある問題です。そうした時に、『気づく・つなげる・ささえる』
ための手引きとして役立てていただければと考えます。

荒川区の自殺予防事業は
区のホームページでもご覧いただけます。
https：//www.city.arakawa.tokyo.jp/
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自殺のサインを見逃さないで
●自殺をほのめかす
●身なりに構わなくなる
●過度に危険な行為に及ぶ
●さまざまな身体的な不調（眠れな
い、食欲がない等）を訴える
●突然の家出、放浪、失踪を認める
●死にとらわれる
●自殺の手段を用意する　など

相談機関につなげる
「死にたい」と打ち明けられたら、
じっくり話を聴くことが大切です。そ
のうえで、本人の了承を得て、相談機
関につなげます。

●荒川区役所の関係する窓口
●民間の自殺相談窓口　など

うつ病とは
自ら命を絶った多くの人が、何ら
かのこころの病気を抱えており、そ
のうち最も多い病気がうつ病です。
うつ病の症状は身体やこころの不
調に現れます。

●食欲がない　　　●眠れない
●飲酒量が増える　●気分が沈む
●涙もろい　　　　●死にたくなる
●家事ができなくなった　など

自殺に追い込まれる要因
身の回りの変化や社会的な変化な
どがストレスとなります。
●仕事を失った
●借金がかさむ
●生活費がない
●介護が負担になっている
●病気のことで悩んでいる
●家族のことで悩んでいる　など

　自殺は個人の自由な意志や選択の結果ではなく、実際には
生活苦や健康問題、介護疲れ、うつ病などさまざまな要因が
複雑に絡み合い、心理的に追い込まれた末の死であるといえ
ます。自殺のサインに気づいたときは、耳を傾け、相談機関
につなげることが大切です。

2　かけがえのない命をみんなで守ろう
～自殺をなくすために～
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3　全国の自殺の現状
～自殺は身近な問題です～
　全国の自殺者数は、平成 15 年に統計開始以来最多の 3 万人 4,427 人となりま
した。その後は３万人前後で推移していましたが、平成 22 年以降は減少を続け、
令和元年には 2 万人を下まわりました。しかし、令和 2 年には 2 万人を超え、11
年ぶりに増加に転じ、令和 3 年は再び減少しました。
　また、男女別にみると男性の自殺者数は女性の約 2 倍となっています。

　年齢階級別にみると、40 ～ 60 歳代の自殺者が多いですが、近年では 10 ～ 19
歳の自殺者数が増加傾向となっています。
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４　荒川区の自殺の推移
～尊い命が失われています～
　荒川区では最近では 30 人台で推移していましたが、令和 3 年に 52 人と大幅に
増加しました。例年に比べ 40 歳未満の自殺者数が増加した要因として、20 代の
女性が増加したことによります。また、男女比では男性の自殺者数は女性の約 1.5
倍となっています。
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自殺の背景にはさまざまな「危険要因」が潜んでいます。（　）の
数字は危険要因の複合度を表しています。危機複合度が大きいほど、
機器要因が連鎖して問題が深刻化していきます。

5　自殺の原因とは
～危機の進行度～
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【出典】平成24年版自殺対策白書（NPO法人ライフリンク）

被虐待被虐待

｢１０００人実態調査」から見えてきた

自殺の危機経路
｢１０００人実態調査」から見えてきた

自殺の危機経路

ＤＶ
性暴力
ＤＶ
性暴力

高校中退高校中退

身体疾患身体疾患

うつ病
精神疾患
うつ病
精神疾患

非正規
雇用
非正規
雇用

6　自殺の危機経路
～自殺の背景には複数の要因がある～
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気づく

声をかける

じっくり
話を聴く

つなげる

支える

地域住民や家族、友人、同僚の様子から、具合が悪そうだと感じた時
死に関して発言がある時

体調の事をきっかけに、ひとこと声をかけてみましょう。

相談が途切れないよう、丁寧・確実につなげましょう。

「死にたいほどつらい」という気持ちを受け止め、じっくり話を聴くという
ことが大切です。

支援が途切れないよう、関係機関同士で連携して支えることが必要です。

★何か悩みがありそう…
★体調が悪そう…
★最近元気がなくなった…

★「生きてほしい」「死んでほしくない」というメッセージ
★「また明日の○時にお会いしましょう。」
　　　　　　　　　　　　→次へつながる約束
★「どうしても死にたくなった時、必ず連絡してください。」

★「よく打ち明けてくれましたね。」
★「それは辛かったですね…」
★「○○のことで困っているのですね。」

★「夜は眠れていますか？」
★「食欲はありますか？」
★「今、一番困っていることは何ですか？」
★「どうしたの？なんだか辛そうだけど…」

★「○○さんのご健康が心配です…」
★「もしよろしければ○○に相談されてはいかが
　 ですか。私から連絡を入れておきます。」
★「○○の窓口まで、ご一緒いたします。」

地域住民や家族、友人、同僚の様子から、具合が悪そうだと感じた時死に
関して発言がある時

7　ゲートキーパーの役割
～「命の門番」としてできること～

ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な
対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援
につなげ、見守る）を図ることができる人のことで、言わば「命の
門番」とも位置付けられる人のことです。 自殺対策では、悩んでい
る人に寄り添い、関わりを通して「孤独・孤立」を防ぎ、支援する
ことが重要です。
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つなげる 支える

チェックポイント

①時々ふっと考え事をしたり、落ち込んだ様
子がある。
②話をしていても上の空で、同じことを何回
も聞く。
③一つの問いかけに答えるのに、非常に時間
がかかる。
④自信がなさげで、簡単な事も迷ってなかな
か決められない。
⑤くよくよと後悔することが多く、悲観的で
ある。
⑥焦っていたり、イライラしている。
⑦すぐに涙ぐむ。涙もろくなっている。
⑧「自分のせい」「自分はダメ」等の発言が
ある。

目安として３つ以上、あるいは⑦⑧のどちら
か１つでも該当する場合は、抑うつ的な症状
が出ている心配があります。

話を聴くときの心構え
①対等であること
・相談者と職員は対等な立場であることを
常に意識する。

・「聴いてあげる」のではなく、「聴かせて
もらっている」と考えるくらいがちょう
どいい。

②無条件で受け入れる
・相談者のありのままの姿を受容する。
・自分の物差しや、一般常識を押し付けない。

③「わからない」ことを大切にする
・分かった気になってしまうことが一番怖い。
・相手に関心を持っていること、分かろうと
していることが伝わるようにする。

良くないフレーズ
　×「死ぬなんて、そんなこと言わないで。」
　×「死ぬ気になったら何でも出来る。」
　×「命を粗末にしてはいけない。」

つなげる手段
①電話での連絡
本人に了解を得て、電話で関係者や相談機関
に連絡する。必要であれば相談機関の予約を
する。

②窓口にご案内
つなげる先の窓口まで一人で行くのに不安が
あったり、躊躇していると思われるときには、
窓口まで案内する。

③緊急性が高い時
医療機関・警察署・消防署などに通報、依頼
をする。また訪問して状況を確認したり、家
族等に連絡を取る場合もある。

つなげる先が分からない場合
・本手引きを活用し、相談内容に応じて連絡
先を検索する。

職員自身（相談をうける方）のメンタル
ヘルスを保つために

①複数の職員で対応する
可能であれば、本人の了解を得て周りにいる
職員に応援を求める。複数の職員で一緒に相
談に乗ると、余裕をもって冷静に対応するこ
とができる。

②一人の職員が抱え込まない
相談を受けた職員が一人で問題を抱え込まな
いよう、周りの職員に相談しやすい雰囲気作
りや声掛けが大切。

③関係者で振り返りを行う
相談後、関係者や専門職を交えた振り返りを
行うことで、職員自身のメンタルヘルスを保
ち、支援の方向性を確認する。

気づく 話しを聴く
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　返済が困難な額の借金問題があって、「死ぬしかない」などの言葉が聴かれた場合に大切なこ
とは、「借金で死ぬことはない」というメッセージを本人に伝えることです。その上で「まず、
相談機関に相談してみよう」と勧め、その場で、相談窓口の連絡先を確認して、本人の了解を
得て連絡を取り、相談の趣旨と相談の受け方を聞きます。

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

8　経済問題
～多重債務は、心理的に追い込まれます～

借 金 問 題 対応する相談窓口

法律関係・債務問題

荒川区消費生活センター ２０－Ａ
弁護士による多重債務特別相談 ２０－Ｂ
東京都消費生活総合センター ２０－Ｅ
荒川区役所区民相談所 １９－Ｇ
法テラス １９－Ｈ
東京都産業労働局金融部貸付業対策課 ２０－Ｆ
東京都生活再生相談窓口（多重債務者生活再生事業） ２０－Ｃ

生 活 費 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
生活福祉課保護相談係 ３１－Ｄ
TOKYO チャレンジネット（住居を失った方の資金貸付相談） ２０－Ｄ

保 険 料・ 税 金 対応する相談窓口
国保年金課（保険料納付・軽減相談）（国民年金相談 ３１－Ｅ
介護保険課（介護保険料納付相談） ３１－Ｆ
税務課（納税相談） ３１－Ｈ

養 育 費・ 教 育 費 対応する相談窓口

ひとり親・障がい等

学務課（就学援助費） ２３－Ｃ
子育て支援課（ひとり親家庭相談） ２７－Ａ
荒川区社会福祉協議会（教育資金貸付等） ３２－Ａ

（財）交通遺児育英会 ２５－Ｈ
障害者福祉課 ２４－Ｅ

事 業 資 金 問 題 対応する相談窓口
経営支援課（企業相談） ３２－Ｃ
東京都中小企業振興公社 ３２－Ｄ
下請センター東京 ３２－Ｅ

こ こ ろ の 相 談 対応する相談窓口
障害者福祉課（こころといのちの相談） １７－Ａ
健康推進課（こころの健康相談） １８－Ｂ
健康推進課（パパとママのこころの相談） ２４－Ｃ
自助グループ（アルコール・薬物） １９－Ｃ～Ｆ
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　働く世代にとって、労働環境は厳しく、職場におけるストレスや過労等、さまざまな問題が
生じています。また、長時間労働や、仕事を失う・仕事がないといったことは生活上の大きな
ストレスになります。

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

9　仕事・職場に関する問題
～職を失うことは大きなストレスに～

仕 事 探 し 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ２９－Ｅ
内職相談窓口 ２９－Ｇ
わかもの就労サポートデスク ２９－Ｈ
女性のおしごと相談デスク ２９－Ｉ
ハローワーク足立 ３０－Ｅ
ＪＯＢコーナー町屋 ３０－Ｄ
日暮里わかものハローワーク ３０－Ｆ
マザーズハローワーク日暮里 ３０－Ｇ
東京しごとセンター総合相談窓口 ３０－Ｈ

就 業 困 難 対応する相談窓口

高齢・障がい・
ひとり親

シニアのおしごと相談デスク ３０－Ａ
いきいきワーク荒川（荒川授産所） ３０－Ｂ
シルバー人材センター ３０－Ｃ
じょぶ・あらかわ（荒川区障害者就労支援センター） ２９－Ｆ
子育て支援課（ひとり親就労相談） ２９－Ｊ

解　 雇  ・ 賃 金 問 題 対応する相談窓口
区民相談所 １９－Ｇ
法テラス １９－Ｈ
東京都ろうどう１１０番 ３０－Ｉ
東京都労働相談情報センター ３０－Ｊ
総合労働相談コーナー ３１－Ａ
足立労働基準監督署 ３１－Ｂ

家　 庭  ・ 生 き 方 対応する相談窓口
子育て支援課（家庭相談） ２３－Ｆ
男女平等推進センター（こころと生き方・DV なんでも相談） ２６－Ａ
東京ウィメンズプラザ相談室 ２６－Ｃ

生 活 費 の 問 題 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
生活福祉課保護相談係 ３２－Ｄ
荒川区社会福祉協議会（生活資金の貸付） ３２－Ａ

住 ま い の 問 題 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
住まい街づくり課 ３１－Ｇ
東京都住宅公社　都営住宅募集センター ３２－Ｂ
子育て支援課ひとり親女性福祉係（ひとり親家庭相談） ２７－Ａ
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　高齢者の自殺の背景には、病気による苦痛や将来への不安、社会や家庭での役割の変化、近
親者の喪失体験、介護疲れ等によるうつ病が多いといわれます。また、介護者はいつまで続く
のか先の見えない介護に絶望的になりがちです。

10　介護・高齢者問題
～先の見えない介護がストレスに～

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

介 護 問 題 対応する相談窓口
介護保険課（介護保険等の相談） ２７－Ｅ
地域包括支援センター ２８－Ｃ
障害者福祉課（障害者の介護相談） ２４－Ｅ
認知症カフェ（オレンジカフェ） ２９－Ａ
荒川区認知症の人を支える家族の会　銀の杖 ２９－Ｂ
介護者安心サポート「結」 ２９－Ｃ
荒川区男性介護者の会　オヤジの会 ２９－Ｄ
高齢者福祉課（おとしよりなんでも相談窓口） ２７－Ｄ
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
荒川区社会福祉協議会 ２７－Ｆ
荒川区社会福祉協議会（にこにこサポート） ２８－Ｂ

生 活 費 の 問 題 対応する相談窓口
荒川区社会福祉協議会（あんしんサポート） ２８－Ａ
地域包括支援センター ２８－Ｃ
高齢者みまもりステーション ２８－Ｄ
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
生活福祉課保護相談係 ３１－Ｄ
国保年金課（利用者負担軽減等の相談） ３１－Ｅ
荒川区社会福祉協議会（生活資金の貸付相談） ３２－Ａ
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　持持続する痛みや、がんなどの進行性の病気は身体的にも精神的にも苦痛を伴い、しかも長
期間にわたる場合は、自殺の危険性が高くなります。さらに、医療費の問題も深刻です。

11　病気・健康問題
～自殺の要因では、健康問題が最も多い～

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

健 康 問 題 対応する相談窓口

病気・障がい・
後遺症等

健康推進課（療養・健康等に関する相談） １８－Ｂ
生活衛生課（医療機関案内等の情報提供） １９－Ａ
東京都保健医療情報センター １９－Ｂ
自助グループ（アルコール・薬物等） １９－Ｃ～Ｆ
障害者福祉課（患者会等の相談） １８－Ａ
障害者福祉課（障害についての相談） ２４－Ｅ
荒川区立心身障害者福祉センター（荒川たんぽぽセンター） ２４－Ｆ

医 療 費 の 問 題 対応する相談窓口
国保年金課（医療費に関する相談） ３１－Ｅ
障害者福祉課（難病医療費助成）（自立支援医療費助成） ２４－Ｅ
各健康保険組合（傷病手当金）

生 活 費 の 問 題 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
生活福祉課保護相談係 ３１－Ｄ
荒川区社会福祉協議会（生活資金の貸付） ３２－Ａ

仕 事 の 問 題 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ２９－Ｅ
じょぶ・あらかわ（荒川区障害者就労支援センター） ２９－Ｆ
内職相談窓口 ２９－Ｇ
わかもの就労サポートデスク ２９－Ｈ
女性のおしごと相談デスク ２９－Ｉ
子育て支援課（ひとり親就労相談） ２９－Ｊ
シニアのおしごと相談デスク ３０－Ａ
ハローワーク足立 ３０－Ｅ
ＪＯＢコーナー町屋 ３０－Ｄ
日暮里わかものハローワーク ３０－Ｆ
マザーズハローワーク日暮里 ３０－Ｇ
東京しごとセンター総合相談窓口 ３０－Ｈ
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　自殺者の多くは、その直前にうつ病を発症している頻度が高いといわれています。また、アルコー
ルや薬物などの依存症や、統合失調症を患っている方も、自殺の危険性が高いのが現状です。

12　こころの健康問題
～自殺直前には、なんらかの精神疾患を発症しています～

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

こ こ ろ の 相 談 対応する相談窓口
障害者福祉課（こころといのちの相談） １７－Ａ
健康推進課（こころの健康相談） １８－Ｂ
健康推進課（パパとママのこころの相談） ２４－Ｃ
精神障害者地域生活支援センター「アゼリア」 １８－Ｃ
精神障害者相談支援事業所「コンパス」 １８－Ｄ
東京都立精神保健福祉センター １８－Ｅ
こころといのちのほっとライン（東京都自殺相談ダイヤル） １７－Ｂ
東京都夜間こころの電話相談 １７－Ｃ
よりそいほっとライン １７－Ｆ
自死・自殺に向き合う僧侶の会「お坊さんとの往復書簡」 １７－Ｇ

生 活 費 の 問 題 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
生活福祉課保護相談係 ３１－Ｄ
国保年金課（年金の相談） ３１－Ｅ
荒川区社会福祉協議会（生活資金の貸付） ３２－Ａ

仕 事 の 相 談 対応する相談窓口
生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
じょぶ・あらかわ（荒川区障害者就労支援センター） ２９－Ｆ
内職相談窓口 ２９－Ｇ
わかもの就労サポートデスク ２９－Ｈ
女性のおしごと相談デスク ２９－Ｉ
子育て支援課（ひとり親就労相談） ２９－Ｊ
シニアのおしごと相談デスク ３０－Ａ
ハローワーク足立 ３０－Ｅ
ＪＯＢコーナー町屋 ３０－Ｄ
日暮里わかものハローワーク ３０－Ｆ
マザーズハローワーク日暮里 ３０－Ｇ
東京仕事センター総合相談窓口 ３０－Ｈ

仕 事 の 問 題 対応する相談窓口
健康推進課（薬物・酒害相談） １８－Ｂ
自助グループ（アルコール・薬物） １９－Ｃ～Ｆ
荒川区役所区民相談所 １９－Ｇ
法テラス（法律相談） １９－Ｈ
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　配偶者やパートナーから日常的に暴力を受け続けることにより、被害者は身体的にも精神的に
も深く傷つけられてしまいます。その結果、うつ状態になることも少なくありません。日常生活
もままならず、周囲の家族や子どもにも影響を及ぼすことがあります。被害者は様々な理由により、
医療につながりにくい状況に置かれていることも多く、問題が深刻化してしまいます。

13　配偶者等からの暴力
～DVは心と体に強いストレスとなります～

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

Ｄ Ｖ の 相 談 対応する相談窓口
男女平等推進センター（こころと生き方・ＤＶなんでも相談） ２６－Ａ
子育て支援課（婦人相談） ２６－Ｂ
東京都ウィメンズプラザ相談室 ２６－Ｃ
東京都女性相談センター ２６－Ｄ
女性ネットＳａｙａ－Ｓａｙａ ２６－Ｅ
ＮＰＯ法人ＢＯＮＤプロジェクト ２６－Ｆ
性暴力救援ダイヤルＮａＮａ（ナナ） ２１－Ｅ
総務企画課人権推進係 ２１－Ｆ
東京都人権プラザ　一般相談 ２１－Ｇ
東京法務局常設相談所（みんなの人権 110 番） ２１－Ｈ
健康推進課（こころの健康相談）（薬物・酒害相談） １８－Ｂ
障害者福祉課（こころといのちの相談） １７－Ａ

安 全 の 確 保 対応する相談窓口
警察署 ２１－Ａ
警視庁総合相談センター ２１－Ｂ
警視庁犯罪被害者ホットライン ２１－Ｃ
公益財団法人被害者支援都民センター ２１－Ｄ
法テラス（法律相談） １９－Ｈ
荒川区役所区民相談所 １９－Ｇ

安 全 の 確 保 対応する相談窓口
戸籍住民課（住民基本台帳における支援措置） ３１－Ｉ
国保年金課（国民健康保険・国民年金の情報管理） ３１－Ｅ
介護保険課（介護保険の情報管理） ３１－Ｆ

子 ど も に 関 す る 相 談 対応する相談窓口
14 子育ての問題（15 ページ）を参照
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　妊娠出産はホルモンバランスが崩れ、精神的にも不安定になりやすい時期でもあります。また、
核家族化等により、子育ての不安が大きくなっているのが現状です。また、児童虐待も大きな
問題となっていますので、子育てを支える環境づくりが大切です。

14　子育ての問題
～子育ての悩みをどう支援するか～

子 ど も の 問 題 対応する相談窓口
荒川区子ども家庭総合センター（児童相談所） ２４－Ｂ
健康推進課（育児相談・乳幼児健診） ２４－Ｃ
児童青少年課（子育て支援カウンセラー） ２４－Ｄ
障害者福祉課（障害者手帳・福祉サービス等） ２４－Ｅ
荒川区立心身障害者福祉センター（荒川たんぽぽセンター） ２４－Ｆ
保育課（子育てサロン、保育園） ２３－Ｅ
教育センター教育相談室（教育相談） ２３－Ａ
教育センター適応指導教室「みらい」 ２３－Ｂ
東京都教育相談センター ２５－Ａ
東京都ひきこもりサポートネット ２５－Ｃ
健康推進課（ママのこころの相談） ２４－Ｃ
男女平等推進センター（こころと生き方・ＤＶなんでも相談） ２６－Ａ

育 児 相 談 対応する相談窓口
荒川区子ども家庭総合センター（児童相談所） ２４－Ｂ
健康推進課（育児相談・新生児家庭訪問） ２４－Ｃ
保育課（入園相談） ２３－Ｅ
35（産後）サポートネット  in  荒川 ２５－Ｆ
荒川区社会福祉協議会

（ファミリーサポートセンター・にこにこサポート） ２４－Ｇ

家 庭 の 問 題 対応する相談窓口
男女平等推進センター（こころと生き方・DV なんでも相談） ２６－Ａ
子育て支援課（家庭相談） ２３－Ｆ
東京都ウィメンズプラザ相談室 ２６－Ｃ
東京都女性相談センター ２６－Ｄ
女性ネットＳａｙａ－Ｓａｙａ ２６－Ｅ
健康推進課（パパとママのこころの相談） ２４－Ｃ
健康推進課（こころの健康相談） １８－Ｂ
障害者福祉課（こころといのちの相談） １７－Ａ
子育て支援課（ひとり親家庭相談） ２７－Ａ
東京都ひとり親家庭支援センター（はあと） ２７－Ｂ
養育費相談支援センター ２７－Ｃ

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。
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15　児童・思春期・若者
～揺れ動く思春期～

※相談の詳細については 17 ～ 33 ページをご覧ください。

学 校 生 活 の 問 題 対応する相談窓口
荒川区立教育センター教育相談室 ２３－Ａ
荒川区立教育センター適応指導教室「みらい」 ２３－Ｂ
荒川区子どもの悩み１１０番 ２３－Ｄ
荒川区子ども家庭総合センター（児童相談所） ２４－Ｂ
東京都教育相談センター ２５－Ａ
東京子供ネット（子供の権利擁護専門相談事業） ２５－Ｂ
東京都ひきこもりサポートネット ２５－Ｃ
警視庁ヤングテレホンコーナー ２５－Ｄ

こ こ ろ の 相 談 対応する相談窓口
健康推進課（こころの健康相談） １８－Ｂ
障害者福祉課（こころといのちの相談） １７－Ａ
荒川区立教育センター教育相談室 ２３－Ａ
東京都立精神保健福祉センター １８－Ｅ
東京都ひきこもりサポートネット ２５－Ｃ
東京都若者総合相談センター若ナビα ２５－Ｅ
荒川区子ども家庭総合センター（児童相談所） ２４－Ｂ
東京子供ネット（子供の権利擁護専門相談事業） ２５－Ｂ

若 者 全 般 の 相 談 対応する相談窓口
東京都若者総合相談センター若ナビα ２５－Ｅ
東京子供ネット（子供の権利擁護専門相談事業） ２５－Ｂ
ＮＰＯ法人ＢＯＮＤプロジェクト ２６－Ｆ
総務企画課人権推進係 ２１－Ｆ
東京都人権プラザ　一般相談 ２１－Ｇ
東京法務局常設相談所 ２１－Ｈ
荒川区若者相談「わっか」 ２４－Ａ

16　遺族支援について
遺 族 へ の 支 援 対応する相談窓口

自死遺族相談ダイヤル（NPO 法人グリーフサポートリンク） ３３－Ａ
自死遺族傾聴電話（NPO 法人グリーフケア・サポートプラザ） ３３－Ｂ
自死・自殺に向き合う僧侶の会 ３３－Ｃ

17　外国人について
外 国 人 か ら の 相 談 対応する相談窓口

生活福祉課自立支援係 ３１－Ｃ
荒川区国際交流協会 ３３－Ｄ
多文化共生センター東京 ３３－Ｅ
外国人在留支援センター（フレスク） ３３－Ｆ
一般財団法人東京都つながり創生財団 ３３－Ｇ

　思春期はこころとからだのバランスが崩れ、不安定になりやすい時期です。また乳幼児期か
ら思春期に受けたこころの傷が生涯にわたり影響することもあり、思春期における自殺対策は
重要な課題となっています。
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こころの悩み

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

１７－Ａ
荒川区役所
障害者福祉課
こころの健康推進係

生きることに悩んでいる人の相談、自殺予防に
関すること

◆電話相談（こころといのちの相談）
０３－３８０２－５０３１
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

１７－Ｂ

こころといのちのほっ
とライン（東京都自殺
相談ダイヤル）、相談
ほっと LINE ＠東京

生きているのがつらい、誰にも相談できないな
どの相談や相談先の案内

精神的な問題で困ったときや、よく眠れない、
やる気が出ない、死にたくなるなどの相談

孤独・挫折・人間関係の問題など、こころの危
機に直面した人のための電話相談

孤独を感じる、身近な人には打ち明けづらいな
どの苦しい思いの相談

◆電話相談
０５７０－０８７４７８
12 時～翌朝 5 時 30 分（年中無休）

◆ＬＩＮＥ相談
「相談ほっと LINE ＠東京」
15 時～ 22 時 30 分（年中無休）

１７－Ｃ 東京都夜間こころの電
話相談

◆電話相談
０３－５１５５－５０２８
17 時～ 21 時 30 分（年中無休）

１７－Ｄ 東京いのちの電話
◆電話相談

０３－３２６４－４３４３
24 時間（年中無休）

１７－Ｅ 東京自殺防止センター

◆電話相談
０３－５２８６－９０９０

（年中無休）
20 時～深夜 2 時 30 分（水～日）
22 時 30 分～深夜 2 時 30 分（月）
17 時～深夜 2 時 30 分（火）

１７－Ｆ よりそいホットライン
暮らしの困りごと、DV・性暴力など女性の相談、
性別の相違や同性愛に関わる相談、被災による
相談、外国語による相談

◆電話相談
０１２０－２７９－３３８

◆ファックス
０１２０－７７３－７７６
24 時間（年中無休）

１７－Ｇ

自死・自殺に向き合う
僧侶の会『自死の問い・
お坊さんとの往復書
簡』

自死（自殺）に関する相談・質問等を手紙で受
け付けます

◆手紙相談
宛先　〒１０８－００７３
東京都港区三田４－８－２０
往復書簡事務局

18　相談窓口と支援策
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精神保健福祉

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

１８－Ａ
荒川区役所
障害者福祉課
こころの健康推進係

精神保健福祉手帳、自立支援医療（精神通院）、
難病医療費助成、自助グループ、患者会の情報
提供

◆問合わせ
０３－３８０２－３１１１
内線　２６８８・２６９２
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

１８－Ｂ
荒川区保健所
健康推進課
保健相談担当

【こころの健康について心配な本人・家族・関
係者からの相談】
・相談：こころの健康相談、薬物、酒害相談、

こころの病を持つ方の家族相談会、ゆりかご
面接・ゆりかごプランに基づく周産期うつ病予
防の相談、ママのこころの相談、I スペース

・切れ目ない支援策：ゆりかごプランに基づき、
地区担当保健師が各母子保健事業の中で支援
する。（ハローベビー学級、新米パパ講座、
新生児訪問等訪問事業、乳幼児健診、予防接
種、医療費助成事業、歯科相談、栄養相談、
その他健康相談）

・普及啓発事業：精神保健福祉講演会、薬物乱
用予防教育

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線　４３２・４３４・４０６

◇来所相談（随時訪問相談）
電話予約の上来所・訪問
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

１８－Ｃ
精神障害者地域
生活支援センター

「アゼリア」

精神障がい者の日常生活の相談、創作やミー
ティング等の日中活動プログラムの提供、地域
交流などを行い、自立と社会参加などを支援

◆電話相談
０３－３８１９－２３４３

◇来所相談
電話予約の上来所
来所相談：9 時～ 19 時
電話相談：9 時～ 21 時
毎月最終月曜日のみ、来所、電話
相談ともに 17 時まで

＊休館日：毎月第 3 木、12/29 ～
1/3

１８－Ｄ
精神障害者相談
支援事業所

「コンパス」

精神障がい者の日常生活の支援や相談、福祉
サービスの利用相談、その他必要な相談に応じ、
必要な情報の提供及び助言を行う

◆電話相談
０３－６８０６－５３２２

◇来所相談（電話予約の上来所）
8 時 30 分～ 17 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

１８－Ｅ

東京都立精神保健福祉
センター（荒川区を含
む東部地域 13 区を担
当）

こころの悩み、精神疾患や障害に関するさまざ
まな相談
・アルコール・薬物・ギャンブル等の問題につ

いての相談
・思春期・青年期相談の案内

◆こころの電話相談
０３－３８４４－２２１２

◇来所相談
こころの電話相談に相談のうえ予約
9 時～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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医療・自助グループ

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

１９－Ａ 荒川区保健所
生活衛生課 医療機関案内等の情報提供

◇電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線　４２２
8 時 30 分～ 17 時 15 分

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

１９－Ｂ 東京都保健医療情報セ
ンター「ひまわり」

・保健医療福祉に関する相談
・医療機関案内等の情報提供

◇電話相談
０３－５２７２－０３０３
9 時～ 20 時

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
＊医療機関案内は 24 時間 365 日

実施

１９－Ｃ ワン・ステップ お酒に関する問題で困っている本人や家族、関
係者からの相談

◆電話相談
０３－６４５８－３２３２
10 時～ 16 時（月～金）

＊相談問合せフォームあり

１９－Ｄ 東京ダルク　ダルクセ
カンドチャンス 薬物問題を抱えているかたの回復を支援

◆電話相談
０３－３８７５－８８０８
9 時 30 分～ 17 時（月～土）

１９－Ｅ 日本ダルク 薬物依存症からの回復のサポートや、薬物や依
存症に関する問題でお困りの方の相談

◆電話相談
０３－５３６９－２５９５
10 時～ 17 時（月～土）

１９－Ｆ
ダルク女性ハウス
フリッカ・ビーウーマ
ン

薬物を使わずに暮らしていくための支援
◆電話相談

０３－３８２２－７６５８
10 時 30 分～ 16 時（月～金）

法律

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

１９－ G 荒川区役所
区民相談所

◇法律相談 ( 無料 - 同一案件１回のみ )
・人権相談を含む

◇来所相談 - 要予約
・火・金各 13 時～（祝日年末年始 

休み）
・予約 - ０３－３８０２－３１１１

内線２１４５
・場所 - 荒川区役所本庁舎３階

１９－ H 法テラス

◇情報提供（無料）
・生活上の法的トラブルに対し解決に役立つ情

報を無料で案内
◇対象者：どなたでも

◇電話やメール等
・平日9時～21時  土曜9時～17時
  （日曜祝日年末年始 休み）
・０５７０- ０７８３７４
  IP 電話は０３- ６７４５- ５６００
・ https://www.houterasu.or.jp/

◇法律相談 ( 無料 - 同一案件３回まで )
・多重債務、離婚、相続、労働など、民事全般

の法的トラブル
◇弁護士・司法書士依頼、費用等立替
◇対象者：収入・資産が一定額以下等の方

※ほかに犯罪被害者、DV 被害者、 大規模災害被
災者等支援 等を実施

◇はじめての利用 → 同上
◇来所相談 - 要予約
・法テラス東京０５７０- ０７８３０１
  IP 電話は０５０-３３８３-５３００
・法テラス上野０５７０- ０７８３０４
  IP 電話は０５０-３３８３-５３２０
・平日 9 時～ 17 時
＊土曜日は前日までに予約をされた

方に対する相談のみ実施
　（日曜祝日年末年始 休み）
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金融

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２０－Ｆ 東京都産業労働局金融
部貸付業対策課

貸金業者に関する苦情及び相談、照会など、貸
金業に係る相談

◆電話相談
０３－５３２０－４７７５
9 時～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

消費生活・多重債務

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２０－Ａ 荒川区消費生活セン
ター 消費生活に関する相談

◇来所相談
8 時 30 分～ 16 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２０－Ｂ 弁護士による多重債務
特別相談 弁護士による多重債務に関する相談

◇来所相談
荒川区消費生活センター
０３－５６０４－７０５５

＊要予約
＊来所相談日時

9 時～ 12 時（第 2、4 金）
＊予約電話受付時間

8 時 30 分～ 16 時 30 分（月～金）
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２０－Ｃ
東京都生活再生相談窓
口（多重債務者生活再
生事業）

生活再生への意欲があるにもかかわらず、多重
債務で生活困難な状況にある方への相談及び資
金貸付等の支援

◆電話相談
０３－５２２７－７２６６
9 時 30 分～ 18 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２０－Ｄ ＴＯＫＹＯチャレンジ
ネット

・住居を失い、インターネットカフェや漫画喫
茶等で寝泊まりしながら就労している方に対
する生活、住居、仕事の相談

・一定の要件のある方に対する住宅資金や生活
資金貸付手続きのサポート

◆電話相談
０１２０－８７４－２２５

（フリーダイヤル）
０１２０－８７４－５０５

（女性専用フリーダイヤル）
０３－５１５５－９５０１

（代表）
10 時～ 17 時（月、水、金、土）
10 時～ 20 時（火、木）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
◇来所相談

フリーダイヤル又はホームページ
予約フォームから要予約

２０－Ｅ 東京都消費生活総合セ
ンター

契約トラブル等消費生活に関するトラブル、架
空請求、多重債務問題等さまざまな相談

◆消費生活、多重債務問題相談
０３－３２３５－１１５５

◆架空請求１１０番
０３－３２３５－２４００

◆高齢者被害１１０番
０３－３２３５－３３６６

◆高齢消費者見守りホットライン
０３－３２３５－１３３４

◇来所相談（予約なしも可）
9 時～ 17 時（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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生活安全・犯罪被害

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２１－Ａ 警察署 身近な困りごとの相談

◆電話相談・来所相談
・荒川警察署

０３－３８０１－０１１０
・南千住警察署

０３－３８０５－０１１０
・尾久警察署

０３－３８１０－０１１０
24 時間（年中無休）

２１－Ｂ 警視庁総合相談セン
ター

ヤミ金、悪徳商法、男女間暴力、つきまとい等、
家事、民事問題、身近な困りごと相談

◆電話相談
０３－３５０１－０１１０
プッシュホン＃９１１０
２４時間（年中無休）

２１－Ｃ 警視庁犯罪被害者ホッ
トライン 犯罪被害によるこころの悩み相談

◆電話相談
０３－３５９７－７８３０
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２１－Ｄ 公益社団法人被害者支
援都民センター

犯罪被害者などへの各種の支援制度の紹介、情
報提供

◆電話相談・面接相談
０３－５２８７－３３３６
9時30分～17時30分（月、木、金）
9 時 30 分～ 19 時（火、水）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２１－Ｅ 性暴力救援ダイヤルＮ
ａＮａ（ナナ）

性犯罪被害の相談、各種支援、都内協力医療機
関の確保

◆電話相談
０３－５６０７－０７９９
２４時間（年中無休）

人権

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２１－Ｆ
荒川区役所
総務企画課
人権推進係

各種人権相談機関の紹介

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線２２７１
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２１－ G 東京都人権プラザ
一般相談 人権に関する相談、各種人権相談機関の紹介

◆電話相談
０３－６７２２－０１２４
０３－６７２２－０１２５
9 時 30 分～ 17 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２１－ H 東京法務局常設相談所
（みんなの人権110番） 人権に関する相談

◆電話相談
０５７０－００３－１１０
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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男性

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２２－Ｅ 東京ウィメンズプラザ
相談室 ・男性のための悩み相談

◆電話相談
０３－３４００－５３１３
17 時～ 20 時（月、水）
14 時～ 17 時（土）

＊祝、年末年始を除く

ＬＧＢＴＱ

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２２－Ａ 男女平等推進センター
（アクト 21）

・LGBT 専門相談
・当事者の専門相談員による心身の回復に向け

た相談

◆電話相談・来所相談
＊予約制
◆申込み先

０３－３８０９－２８９０
第 4 火曜日：16 時～ 18 時

＊祝の場合は第 3 火曜日

２２－Ｂ 東京都 ・Tokyo LGBT 相談専門電話相談

◆電話相談
０５０－３６４７－１４４８
18 時～ 22 時（火、金）
＊祝、年末年始除く

２２－Ｃ 東京都 ・東京都性自認及び性的指向に関する専門 LINE
相談

◆ LINE 相談
LINE 公式アカウント名「LGBT
相談＠東京」
17 時～ 22 時（受付は 21 時 30
分まで、月、水、木）

＊祝、年末年始を除く

２２－Ｄ
一般社団法人
社会的包括サポートセ
ンター

・よりそいホットライン
◆電話相談

０１２０－２７９－３３８
24 時間受付
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＊都内一部地域から繋がらない場合あ
り

子ども

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２３－Ａ
荒川区立
教育センター
教育相談室

・心理専門相談員による区立小・中学校及び幼
稚園・こども園への巡回相談及び来所相談

・区立小・中学校長からの要請による福祉専門
相談員の派遣

・その他、電話での教育相談及びビデオ通話に
よるオンライン教育相談の実施

◆電話相談
０３－３８０１－４３３８

◆ビデオ通話によるオンライン相談
予約
０７０－１５７９－５２５０

◇来所相談
電話等での要予約
9 時～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２３－Ｂ
荒川区立
教育センター
適応指導教室「みらい」

区立小・中学校に在籍する不登校問題を抱える
児童・生徒に対する、適応指導教室「みらい」
での通室指導、及び学校復帰へ向けた支援

◆問い合わせ先
０３－３８０２－５７２０

＊但し、適応指導教室「みらい」へ
の通室申込は、在籍校の学校長の
推薦が必要なため、在籍校へ直接
お問い合わせください。
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２３－Ｃ 荒川区役所
学務課

・区立幼稚園の入園申込等に関する相談
・経済的理由により就学が困難な家庭に、義務

教育費用の援助について相談
・小・中学校（入学・転校）、中学校夜間学級の

相談
・就学援助費、奨学資金相談

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
学事第一係　内線３３３２
学事第二係　内線３３３８

◇来所相談
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２３－Ｄ 荒川区子どもの悩み
１１０番

区内在住もしくは区内小・中学校に在籍する児
童・生徒を対象に、いじめの悩み等を誰にも相
談できず困った時の相談

◆電話相談
０１２０－１３６－１１０
9 時～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
＊携帯電話からも通話料無料

２３－Ｅ 荒川区役所
保育課 認可保育園の入園申込等に関する相談

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
入園相談係　内線３８２５～３８２７
保育管理係　内線３８２２、３８２８

◇来所相談（予約なしで可）
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２３－Ｆ 荒川区役所
子育て支援課

①私立幼稚園等の補助金申請。産後ケアの利用
申請。ツインズサポート補助金利用申請及び
補助金申請

②児童手当、乳幼児・子ども・高校生等医療費
助成、ひとり親家庭医療費助成、児童育成手当、
児童扶養手当、特別児童扶養手当

③ひとり親相談、家庭相談など

①子育て事業係　
０３－３８０２－３６１９
電話での問い合わせ、郵送での申
請受付（一部電子申請可）

②子育て給付係
０３－３８０２－４８３２

③ひとり親女性福祉係
０３－３８０２－４９８３

◇来所相談（予約なしで可）
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊家庭相談は要予約
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２３－Ｇ 子育て交流サロン・保
育園

母子の遊び（憩い）の場、交流の場、イベント
や講座への参加、保育士等のスタッフによる子
育て相談やアドバイスも受けられる。

各サロン（区内 22 箇所）へ直接問
い合わせ
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＊都内一部地域から繋がらない場合あ
り

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２４－Ａ 荒川区若者相談
「わっか」

荒川区在住の義務教育終了後、15 歳から概ね
39 歳までの若者の様々な相談を受け付け、課
題に応じた適切な支援先につなぐ

◆電話相談
０１２０－１０１－９１１（フリーダイ
ヤル）
9時00分～17時00分(月～金)

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
◇メール相談

wakka@ml.c i ty .arakawa.
tokyo.jp

２４－Ｂ 荒川区子ども家庭総合
センター（児童相談所） 子どもと子育ての総合相談

◇来所相談
原則として事前予約が必要です。

◆電話相談
０３－３８０２－３７６５（月～金）

＊土日祝、１２／２９～１／３は休み
◆あらかわキッズ・マザーズコール２４

０１２０－５３６－８８３
２４時間（年中無休）通話料無料

◆児童相談所虐待対応ダイヤル
１８９（いちはやく）
２４時間（年中無休）通話料無料

２４－Ｃ
荒川区保健所
健康推進課
保健相談担当

【パパとママのこころの相談】
【妊娠・出産・育児についての相談】
・周産期うつ予防対策（ハローベビー学級、新

米パパ講座、ゆりかご面接、新生児訪問等）
・ママのこころの相談、I スペース
・子どもの発達への理解を進める取組（乳幼児

健診、育児相談、心理相談等）

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線　４３２・４３４・４０６

◇来所相談（随時訪問相談）
電話予約のうえ来所・訪問
8 時 30 分～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２４－Ｄ

荒川区役所
児童青少年課
児童事業係
子育て支援カウンセ
ラー

子育ての悩みや不安についての相談

ひろば館・ふれあい館巡回相談、個
別相談
◆個別相談申し込み先

０３－３８０２－３１１１
内線　３８３６
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２４－Ｅ 荒川区役所
障害者福祉課

各種手帳（身体・知的・精神）、障害者総合支
援法によるサービス給付、手当（障害者福祉・
特別障害者・障害児福祉・重度心身障害者）、
各種医療費助成、日中生活の援助、緊急一時保
護、重度心身障害児者留守番看護師派遣、難病
患者への支援等、障がい者の方からの相談

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線　２６８５

◇来所相談
8 時 30 分～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２４－Ｆ
荒川区立心身障害者福
祉センター（荒川たん
ぽぽセンター）

・心身の障がいに関する相談を受け、必要に応
じた支援やサービスを提供　　　

・就学前乳幼児の療育指導、児童発達支援

◆電話相談
０３－３８９１－６８２４

◇来所相談
電話予約のうえ来所
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２４－Ｇ 荒川区社会福祉協議会
在宅福祉サービス課

残業、病気、通院、冠婚葬祭、家族の介護、社
会活動などの際の、子どもの保育についての相
談

◆電話相談
ファミリー・サポート・センター
０３－３８９１－７９３８
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

産前産後の体調不良から援助が必要な方への家
事援助の相談

◆電話相談
にこにこサポート（有償家事援助
サービス）
０３－３８９１－５１８０
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２５－Ａ 東京都教育相談セン
ター

幼児から高校生相当年齢までの教育相談を、原
則、都内在住・在籍の本人、その保護者・親族
及び教職員から受け付けている。（電話相談・
来所相談・メール相談）

◆電話相談
（高校進級・進路・入学相談）
０３ー３３６０ー４１７５
9 時～ 21 時（月～金）
9 時～ 17 時（土日祝）

◆教育相談一般・いじめ相談ホットラ
イン　０１２０－５３－８２２８

　24 時間（年中無休）
＊都内一部地域から繋がらない場合あ

り。その場合は全国統一の「24 時
間子供 SOS ダイヤル」
０１２０－０－７８３１０

◆青少年リスタートプレイス・思春期
サポートプレイス
０３－３３６０－４１９２

◆学校問題解決サポートセンター
０３－３３６０－４１９５

◇来所相談
9 時～ 17 時（月～金）

＊予約制（０１２０－５３－８２８８）
◇メール相談
ホームページのメールフォームより受付

２５－Ｂ
東京子供ネット（子供
の権利擁護専門相談事
業）

いじめ、体罰、虐待等に関わる、子どもたちの
ための相談窓口

◆電話相談
０１２０－８７４－３７４
9 時～ 21 時（月～金）
9 時～ 17 時（土日祝）

＊12/29 ～ 1/3 は休み

２５－Ｃ 東京都ひきこもりサ
ポートネット

ひきこもりに関することで悩んでいる本人や家
族・支援者からの相談

◆電話相談
０１２０－５２９－５２８
10 時～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
◇その他メール相談、ピアオンライ

ン相談、訪問相談、個別相談あり

２５－Ｄ
警視庁
ヤング・テレホン・コー
ナー

子どもの非行、いじめなどの相談
◆電話相談

０３－３５８０ー４９７０
24 時間（年中無休）

２５－Ｅ 若ナビα（東京都若者
総合相談センター）

若者やその家族等を対象とした、若者のさまざ
まな悩みに対応する総合窓口

◆電話相談
０３－３２６７－０８０８
11 時～ 20 時（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
◆ LINE 相談
「相談ほっと LINE ＠東京」
11 時～ 23 時（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
◇その他メール相談、面接相談有り

２５－Ｆ ３５（産後）サポネッ
ト  in  荒川

産後直後から生後６か月までの養育家庭に対
し、赤ちゃんの沐浴の手伝いや買い物、外出の
同行等の他、育児の相談なども受け付けている。

35（産後）サポネットin 荒川
０３－３８０９－４０３５（月～金）

２５－Ｇ あしなが育英会
保護者を交通事故以外の原因で亡くしたり、重
度障がいで働けない家庭の子どもたちに奨学金
の貸与など物心両面で支える

◆電話相談（奨学金について）
０１２０－７７－８５６５

◆心のケアプログラム（レインボーハ
ウス）について
０４２－５９４－２４１８

２５－Ｈ （財）交通遺児育英会
交通事故が原因で保護者を亡くしたり、重度障
がいで働けない家庭の子どもたちに対する奨学
金制度

◆電話相談
０３－３５５６－０７７３（奨学課直通）
０１２０－５２１－２８６（フリーダイ
ヤル）
9 時～ 17 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29～1/3、5/2 は休み
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女性

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２６－Ａ 男女平等推進センター
（アクト 21）

・こころと生き方・ＤＶなんでも相談
・女性の専門相談員（カウンセラー）による心

身の回復に向けた相談

◆電話相談・来所相談
＊予約制、男性は電話相談のみ
◆申込み先

０３－３８０９－２８９０
第 1 水曜日：17 時～ 20 時
第 1・4 金曜日、第 2・4 水曜日：
10 時～ 16 時
第 2・3 金曜日、第 3 水曜日：14
時 30 分～ 20 時
第 2 土曜日：10 時～ 15 時

＊祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２６－Ｂ
荒川区役所
子育て支援課
ひとり親女性福祉係

婦人相談員による、女性の生活や自立を支援す
るための相談

◆電話相談
０３－３８０２－４８２７　　

◇来所相談
事前予約が望ましい（予約なしで
も可）
8 時 30 分～ 17 時 ( 月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２６－Ｃ 東京ウィメンズプラザ
相談室

ＤＶ被害者相談、夫婦、親子の問題、生き方や
職場の人間関係などの悩み相談

◆電話相談
０３－５４６７－２４５５
9 時～ 21 時（月～日）

◇来所相談
＊要予約
＊ 12/29 ～ 1/3 は休み

２６－Ｄ 東京都女性相談セン
ター

夫や恋人からの暴力など女性からのさまざまな
相談

◆電話相談
０３－５２６１－３１１０
9 時～ 20 時 ( 月～金）

◇来所相談
＊要予約
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２６－Ｅ 女性ネット
saya saya ＤＶ被害女性とその子どもを支援する相談

◆電話相談
０３－６８０７－８０８１
０３－６８０７－８４４３
15 時 30 分～ 20 時 30 分（月）
10 時～ 16 時（水～金）

◇ DV LINE 相談
18 時～ 21 時（水）
14 時～ 17 時（土）

＊祝・年末年始は休み

２６－Ｆ NPO 法 人 BOND プ
ロジェクト

10 代 20 代の生きづらさを抱える女の子のた
めの女性による支援

◆電話相談
０８０－９５０１－５２２０
18 時～ 21 時（月・土）
０７０－６６４８－８３１８
14 時～ 19 時（水・日）

◆ LINE 相談（ID ＠ bondproject）
10 時～ 21 時 30 分（月・水・木・
金・土）

◇その他メール相談、カフェ相談室
有り
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ひとり親家庭

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２７－Ａ
荒川区役所　
子育て支援課
ひとり親女性福祉係

母子父子自立支援員による、ひとり親家庭の
様々な相談及びひとり親になったのちに受けら
れるサービスなどの情報提供

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線３８１３～３８１５

◇来所相談
事前予約が望ましい

（予約なしでも可）
8 時 30 分～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２７－Ｂ 東京都ひとり親家庭
支援センター（はあと）

◆はあと
・ひとり親家庭の生活上の不安、養育費につい

て、離婚前後の法律相談、面会交流支援等
◆はあと飯田橋
・ひとり親家庭の就業・職業紹介等

◆はあと（生活相談・専門相談）
０３－６２７２－８７２０
9 時～ 20 時 30 分（火・水・木・金）
9 時～ 17 時 30 分（月・土・日・祝）

◆はあと飯田橋（就業相談）
０３－３２６３－３４５１
9 時～ 20 時 30 分（火・金）
9 時～ 17 時 30 分（火・金以外）

＊年末年始は休み
◇専門相談・来所相談はどちらも要

予約

２７－Ｃ 養育費相談支援セン
ター 養育費のこと、離婚の相談

◆電話相談
０３－３９８０－４１０８
０１２０－９６５－４１９
10 時～ 20 時（月～金）
10 時～ 18 時（土、祝）

＊日曜休み

高齢者

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２７－Ｄ 荒川区役所　
高齢者福祉課 高齢者の虐待、権利擁護などに関する相談など

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線　２６７１・２６７２

◇来所相談
8 時 30 分～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２７－Ｅ 荒川区役所
介護保険課

・介護保険等の相談
・介護サービス事業者に関する相談
・利用者負担軽減の相談

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
介護認定相談
　内線　２４３３～２４３５
介護サービス事業者相談
　内線　２４３６、２４３９
利用者負担軽減相談
　内線　２４３１～２４３２

◇来所相談
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２７－Ｆ 荒川区社会福祉協議会
地域ネットワーク課

・ひとり暮らしの高齢者の孤独感解消のための
お宅の訪問や電話連絡（傾聴ボランティア活
動推進事業・ふれあい電話事業）

・地域の高齢者の見守りや社会参加（ふれあい粋・
活サロン事業）

◆電話相談
地域ネットワーク課
０３－３８０２－３３３８
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２８－Ａ

荒川区社会福祉協議会
在宅福祉サービス課

・成年後見制度や権利擁護などの相談
・福祉サービス利用支援の相談

◆電話相談
あんしんサポートあらかわ
０３－３８０２－３３９６
８時 30 分～17 時15 分（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２８－Ｂ ・在宅福祉サービスなどの相談

◆電話相談
にこにこサポート
０３－３８９１－５１８０
８時30分～17時15分（月～土）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み＊日
祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２８－Ｃ 地域包括支援センター 高齢者や家族、地域住民からの総合的な介護や
福祉に関する対応、支援など

◆電話相談
・南千住東部地域包括支援センター

０３－３８０５－５７０２
・南千住西部地域包括支援センター

０３－５６０４－５７１０
・荒川地域包括支援センター

０３－５８５５－３３２３
・町屋地域包括支援センター

０３－３８９４－３５６８
・東尾久地域包括支援センター

０３－５８５５－８５１３
・西尾久地域包括支援センター

０３－３８９３－３５５５
・東日暮里地域包括支援センター

０３－５６１５－３１７１
・西日暮里地域包括支援センター

０３－３８０７－３８２８

9 時～ 17 時（月～土）
＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２８－Ｄ 高齢者みまもりステー
ション 高齢者の見守りに関すること

・南千住東部高齢者みまもりステー
ション
０３－３８０５－５７０５

・南千住西部高齢者みまもりステー
ション
０３－５６０４－５７６０

・荒川高齢者みまもりステーション
０３－５８５５－０３２４

・町屋高齢者みまもりステーション
０３－５８５５－６４０７

・東尾久高齢者みまもりステーション
０３－５８５５－８５１４

・西尾久高齢者みまもりステーション
０３－３８９３－３５５０

・東日暮里高齢者みまもりステー
ション
０３－５６１５－３１７２

・西日暮里高齢者みまもりステー
ション
０３－３８０７－３８３９

9 時～ 17 時（月～金）
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み



29

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２９－Ａ 認知症カフェ（オレン
ジカフェ）

認知症の方やその家族、地域の人や、看護師や
ケアマネージャーなどの専門職が集まり、認知
症関係の情報の共有や相談など。

◆問合せ
28-C 記載の各地域包括支援セン
ター
または、開催施設へ直接電話

２９－Ｂ
荒川区認知症の人を支
える家族の会
銀の杖

認知症介護者や介護経験者の交流や相談 ◆申込み・問い合せ
０３－３８００－３３４６（江口）

２９－Ｃ 介護者安心サポート
「結」( ゆい ) 介護者や介護経験者の交流や相談

◆申込み・問い合せ
０９０－９３４０－９３９５

（松村）

２９－Ｄ 荒川区男性介護者の会
オヤジの会 男性介護者や介護経験者の交流や相談 ◆申込み・問い合せ

０９０－８９４９－０５００（神達）

仕事・労働問題

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

２９－Ｅ
荒川区役所
生活福祉課
自立支援係

・経済的な問題、仕事や住まい等についての相
談

・住居確保給付金

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線２６１３、２６３６
8 時 30 分～ 16 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２９－Ｆ
じょぶ・あらかわ

（荒川区障害者就労支
援センター）

障がい者の就労支援、相談、生活相談

◆電話相談
０３－３８０３－４５１０

（荒川区社会福祉協議会内）
◇来所相談

9 時～ 17 時 ( 月～金）
＊要予約
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

２９－Ｇ 内職相談窓口 内職の相談、紹介

◆電話相談・来所予約
０３－３８００－８７１０

◇来所相談
10 ～ 18 時（月・火・木・金）

＊要予約
＊祝日、12/28 ～ 1/3 は休み

２９－Ｈ わかもの就労サポート
デスク

概ね 44 歳までの方を対象とした就労支援、相
談

◆電話相談・来所予約
０３－３８００－６１８８

◇来所相談
10 ～ 18 時（月～金）

＊要予約
＊祝日、12/28 ～ 1/3 は休み

２９－Ｉ 女性のおしごと相談デ
スク 女性を対象とした就労支援、相談

◆電話相談・来所予約
０３－５９０１－１８７０

◇来所相談
10 時～ 16 時（火～木）

＊要予約
＊祝日、12/28 ～ 1/3 は休み

２９－Ｊ ひとり親就労相談 ひとり親就労支援専門員による就労相談及び資
格取得の給付金などについての相談

◆電話相談
０３－３８０２－４９８３

◇来所相談
９時～ 17 時（月～木）

＊要予約
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索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３０－Ａ シニアのおしごと相談
デスク

概ね 60 歳以上の方を対象とした就労支援、相
談

◆電話相談・来所予約
０３－５９０１－１８７０

◇来所相談
10 時～ 16 時（金）

＊要予約
＊祝日、12/28 ～ 1/3 は休み

３０－Ｂ いきいきワーク荒川
（荒川授産場）

60 歳以上の方で、一般就労が困難な方に通所
で簡単な作業をする場の提供

◆問合せ
０３－３８００－２７４１

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｃ シルバー人材センター 働く意欲のある高齢者に、能力を生かせる仕事
の提供

◆問合せ
０３－３８１０－１１４１（代表）

＊日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｄ JOB コーナー町屋 就業に関する相談、職業紹介、求人検索

◇来所相談
10 時～ 18 時（月～金）

◆問い合わせ先
０３－３８１９－７７７１

＊日祝、12/28 ～ 1/3 は休み

３０－Ｅ ハローワーク足立 就業に関する相談、職業紹介、求人検索、雇用
保険手続き

◆代表電話
０３－３８７０－８６０９
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

◇夜間・土曜相談（電話のみ）
17 時 15 分～ 19 時 00 分（火）
10 時～ 17 時（第 2 土曜）

＊第 1 土曜、第 3 ～ 5 土曜、日祝、
12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｆ 日暮里わかもの
ハローワーク

正社員を目指す若者（34 歳まで）を対象とし
た就業に関する相談、職業紹介、求人検索

◆電話相談
０３－５８５０－８６０９

◇来所相談
事前予約が望ましい（予約なしでも
可）
10 時～ 18 時（月～金）
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｇ マザーズ
ハローワーク日暮里

子育て女性等を対象とした就業に関する相談、
職業紹介、求人検索

◆電話相談
０３－５８５０－８６１１
◇来所相談

事前予約が望ましい（予約なしで
も可）
9 時～ 17 時（月～金）

＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｈ 東京しごとセンター
総合相談窓口 就業に関する相談

◇来所相談
初回のみ予約不要

◆問い合わせ先
０３－５２１１－１５７１
9 時～ 20 時（月～金）
9 時～ 17 時（土）

＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｉ 東京都ろうどう 110
番

賃金不払い、解雇、ハラスメントなどの労働問
題全般に関する相談

◆電話相談
０５７０－００－６１１０
9 時～ 20 時（月～金）
9 時～ 17 時（土）

＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み

３０－Ｊ
東京都労働相談情報セ
ンター
池袋事務所

賃金不払い、解雇、ハラスメントなどの労働問
題全般に関する相談

◇来所相談
０３－５９５４－６１１０
9 時～ 17 時（月～水、金）
9 時～ 20 時（木）

＊要予約
＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み
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索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３１－Ａ 総合労働相談コーナー 賃金不払い、解雇、ハラスメントなどの労働問
題全般に関する相談

◆電話相談
東京労働局　
０３－３５１２－１６０８
足立
０３－６６８４－４５７３

◇来所相談
9 時～ 17 時（月～金）

＊要予約
＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｂ 足立労働基準監督署 賃金不払い、解雇などの労働問題全般に関する
相談

◆電話相談　
０３－３８８２－１１８８

◇来所相談
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊祝日、12/29 ～ 1/3 は休み

くらし

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３１－Ｃ
荒川区役所
生活福祉課
自立支援係

・経済的な問題、仕事や住まい等についての相
談

・住居確保給付金

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１

　内線２６１３、２６３６
8 時 30 分～ 16 時 30 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｄ
荒川区役所
生活福祉課
保護相談係

生活に困窮し、生活保護を受けたい場合の相談、
申請

来所、電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線２６３１
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｅ 荒川区役所
国保年金課

・国民健康保険加入者の保険料、医療費に関す
る相談

・後期高齢者医療保険加入者の保険証、保険料、
後期高齢者医療制度に関する相談

・国民年金に関する相談

（年金の保険料・年金受給の具体的な相談は、
荒川年金事務所（０３－３８００－９１５１）
へ）

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
保険料減免相談 内線２３７５～６
保険料納付相談 内線２３８６～８
医療費相談 　　 内線２３８１～３
後期高齢者医療制度相談
内線２３９１～２
国民年金相談　 内線２４１３
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｆ
荒川区役所
介護保険課
資格保険料係

介護保険料の納付に関する相談

◆電話相談
０３－３８０２－３１１１
内線２４４１～２４４３
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｇ 荒川区役所
住まい街づくり課 住まいの総合相談、日照問題等相談

◇電話、来所相談
０３－３８０２－３１１１
内線２８２５
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｈ
荒川区役所
税務課
納税促進係

住民税等の納付に関する相談

◆電話、来庁相談
０３－３８０２－３１１１
内線２３３４～２３３７
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３１－Ｉ 荒川区役所
戸籍住民課 住民基本台帳事務における支援措置

申請者の転入時等に、戸籍住民課窓
口にて支援措置担当職員が相談を受
けている
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索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３２－Ａ 荒川区社会福祉協議会
在宅福祉サービス課

・各種生活相談、生活資金・教育資金などの貸
付相談。対象は、低所得、障がい、老齢など
の事情で経済的に困窮している世帯。

生活福祉資金貸付、臨時特例つなぎ資金貸付、
不動産担保型生活資金貸付、総合支援資金貸付、
厚生援護資金貸付、生活復興支援資金貸付、教
育支援資金貸付、受験生チャレンジ支援貸付

◆電話相談
生活福祉資金貸付
０３－３８０２－３１５５
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３２－Ｂ
東京都住宅供給公社

（ＪＫＫ東京）
都営住宅募集センター

都営住宅の申し込み等についての相談

◇電話相談
０３－３４９８－８８９４
9 時～ 12 時、13 時～ 18 時

（月～金）
＊土日祝は休み

事業経営

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３２－Ｃ
荒川区役所
経営支援課
企業相談

経営、経理、税務、資金繰りに関する相談から
受発注の開拓・情報提供、経営改善等に関する
相談

◆来所・電話相談
０３－３８０２－３１１１
企業相談　内線４５９
融資相談　内線４６７
9 時 30 分～ 17 時（月～金）

＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３２－Ｄ

東京都中小企業振興公
社
ワンストップ総合相談
窓口

中小企業経営に関する資金調達から経営全般に
わたる総合相談

◆来所・電話・オンライン相談
9 時～ 11 時 30 分、13 時～ 16
時 30 分

◆夜間相談
17 時 30 分～ 19 時 毎週火曜

＊来所・オンライン・夜間は要予約
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

【問い合わせ先】
０３－３２５１－７８８１

３２－Ｅ
下請センター東京

（東京都中小企業振興
公社内）

下請取引に関する諸問題の解決等の相談

◆来所相談
・専門相談員による相談
　9 時～ 12 時、13 時～ 17 時（月

～金）
・弁護士相談
　13 時 30 分 ～ 16 時 30 分（ 月

～金）
＊要予約
＊土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

【問い合わせ先】
０３－３２５１－９３９０
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遺族支援

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３３－Ａ
全国自死遺族総合支援
センター（グリーフサ
ポートリンク）

自死遺族を対象とした相談や気持ちのわかちあ
い

◆電話相談
０３－３２６１－４３５０
10 時～ 20 時（木）
10 時～ 18 時（日）

＊祝祭日は休み
◇その他メール相談有り

３３－Ｂ
自死遺族傾聴電話（グ
リーフケア ･ サポート
プラザ）

自死遺族を対象とした相談
◆電話相談

０３－３７９６－５４５３
12 時～ 16 時（火、木、土）

３３－Ｃ

自死・自殺に向き合う
僧侶の会
自死遺族の分かち合い

『いのちの集い』

自死遺族を対象とした集い

◆開催日ほか
ホームページ参照
ht tps : / /bouzsanga .o rg/
share/

外国人支援

索引番号 相談窓口 相談・支援内容 相談方法、相談策

３３－Ｄ 荒川区国際交流協会

外国人のための初期の日本語学習支援や、日本
語を話せない外国人が保健指導、健康診査、そ
の他の保健医療の措置を必要とする場合に通訳
ボランティアを派遣

◇電話、メール、来所相談
０３－３８０２－３７９８（ダイ
ヤルイン）
8 時 30 分～ 17 時 15 分（月～金）
土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３３－Ｅ 多文化共生センター東
京

日本で暮らす外国人の子どもの教育、外国人親
のサポートなど、たぶんかフリースクール・教
育相談・親子日本語クラスの実施

◇電話、来所相談
０３－６８０７－７９３７（荒川
校）
9 時～ 18 時 ( 火～金）
10 時～ 19 時（土）
日月祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３３－Ｆ 外国人在留支援セン
ター（フレスク） 在留資格、法律、人権、仕事の相談など

◇電話、来所相談
０３－５３６３－３０１３
9 時～ 17 時（月～金）
土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み

３３－Ｇ 一般財団法人東京都つ
ながり創生財団

外国人のため、日々の生活での困りごとや知り
たいことについての相談。弁護士など専門家と
の専門相談のほか、言語対応できない場合の通
訳サポートなど

◇電話
０３－６２５８－１２２７（多言
語相談ナビ）
10 時～ 16 時（月～金）
土日祝、12/29 ～ 1/3 は休み
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こころの健康診断
自分自身や大切な人のこころの健康についてチェックしてみましょう！

19　こころといのちの相談・支援
～あらかわネットワーク～

防災都市づくり部

区政広報部

地域文化スポーツ部

総務企画部 管理部 区民生活部

教育委員会

子ども家庭部 健康部 福祉部 環境清掃部

産業経済部

自殺対策実務
担当者連絡会

精神保健福祉
ネットワーク会議

荒川区　こころの健康診断 検索
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20　参考資料
自殺対策基本法（平成十八年法律第八十五号）
目　次
第一章  総則（第一条―第十一条）
第二章  自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画等（第十二条―第十四条）
第三章  基本的施策（第十五条―第二十二条）
第四章  自殺総合対策会議等（第二十三条―第二十五条）
附　則

	 　
　第一章　総則
	 　
（目的）
第一条　この法律は、近年、我が国において自殺による死亡者数が高い水準で推移している状況にあり、
誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して、これに対処していくことが重要な課題
となっていることに鑑み、自殺対策に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共団体等の責務を明
らかにするとともに、自殺対策の基本となる事項を定めること等により、自殺対策を総合的に推進
して、自殺の防止を図り、あわせて自殺者の親族等の支援の充実を図り、もって国民が健康で生き
がいを持って暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とする。
	 　
（基本理念）
第二条  自殺対策は、生きることの包括的な支援として、全ての人がかけがえのない個人として尊重さ
れるとともに、生きる力を基礎として生きがいや希望を持って暮らすことができるよう、その妨げ
となる諸要因の解消に資するための支援とそれを支えかつ促進するための環境の整備充実が幅広く
かつ適切に図られることを旨として、実施されなければならない。
２　自殺対策は、自殺が個人的な問題としてのみ捉えられるべきものではなく、その背景に様々な社
会的な要因があることを踏まえ、社会的な取組として実施されなければならない。
３　自殺対策は、自殺が多様かつ複合的な原因及び背景を有するものであることを踏まえ、単に精神
保健的観点からのみならず、自殺の実態に即して実施されるようにしなければならない。
４　自殺対策は、自殺の事前予防、自殺発生の危機への対応及び自殺が発生した後又は自殺が未遂に
終わった後の事後対応の各段階に応じた効果的な施策として実施されなければならない。
５　自殺対策は、保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策との有機的な連携が図られ、総合
的に実施されなければならない。 
	 　
（国及び地方公共団体の責務）
第三条　国は、前条の基本理念（次項において「基本理念」という。）にのっとり、自殺対策を総合的
に策定し、及び実施する責務を有する。
２　地方公共団体は、基本理念にのっとり、自殺対策について、国と協力しつつ、当該地域の状況に
応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。
３　国は、地方公共団体に対し、前項の責務が十分に果たされるように必要な助言その他の援助を行
うものとする。
	 　
（事業主の責務）
第四条　事業主は、国及び地方公共団体が実施する自殺対策に協力するとともに、その雇用する労働
者の心の健康の保持を図るため必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
	 　
（国民の責務）
第五条　国民は、生きることの包括的な支援としての自殺対策の重要性に関する理解と関心を深める
よう努めるものとする。
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（国民の理解の増進）
第六条　国及び地方公共団体は、教育活動、広報活動等を通じて、自殺対策に関する国民の理解を深
めるよう必要な措置を講ずるものとする。
	 　
（自殺予防週間及び自殺対策強化月間）
第七条　国民の間に広く自殺対策の重要性に関する理解と関心を深めるとともに、自殺対策の総合的
な推進に資するため、自殺予防週間及び自殺対策強化月間を設ける。
２　自殺予防週間は九月十日から九月十六日までとし、自殺対策強化月間は三月とする。
３　国及び地方公共団体は、自殺予防週間においては、啓発活動を広く展開するものとし、それにふ
さわしい事業を実施するよう努めるものとする。
４　国及び地方公共団体は、自殺対策強化月間においては、自殺対策を集中的に展開するものとし、
関係機関及び関係団体と相互に連携協力を図りながら、相談事業その他それにふさわしい事業を実
施するよう努めるものとする。
	 　
（関係者の連携協力）
第八条　国、地方公共団体、医療機関、事業主、学校（学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）
第一条に規定する学校をいい、幼稚園及び特別支援学校の幼稚部を除く。第十七条第一項及び第三
項において同じ。）、自殺対策に係る活動を行う民間の団体その他の関係者は、自殺対策の総合的か
つ効果的な推進のため、相互に連携を図りながら協力するものとする。 
	 　
（名誉及び生活の平穏への配慮）
第九条　自殺対策の実施に当たっては、自殺者及び自殺未遂者並びにそれらの者の親族等の名誉及び
生活の平穏に十分配慮し、いやしくもこれらを不当に侵害することのないようにしなければならない。
	 　
（法制上の措置等）
第十条　政府は、この法律の目的を達成するため、必要な法制上又は財政上の措置その他の措置を講
じなければならない。
	 　
（年次報告）
第十一条　政府は、毎年、国会に、我が国における自殺の概況及び講じた自殺対策に関する報告書を
提出しなければならない。
	 　
第二章　自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画等
	 　
（自殺総合対策大綱）
第十二条　政府は、政府が推進すべき自殺対策の指針として、基本的かつ総合的な自殺対策の大綱（次
条及び第二十三条第二項第一号において「自殺総合対策大綱」という。）を定めなければならない。
	 　
（都道府県自殺対策計画等）
第十三条　都道府県は、自殺総合対策大綱及び地域の実情を勘案して、当該都道府県の区域内におけ
る自殺対策についての計画（次項及び次条において「都道府県自殺対策計画」という。）を定めるも
のとする。
２　市町村は、自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画並びに地域の実情を勘案して、当該市町
村の区域内における自殺対策についての計画（次条において「市町村自殺対策計画」という。）を定
めるものとする。
	 　
（都道府県及び市町村に対する交付金の交付）
第十四条　国は、都道府県自殺対策計画又は市町村自殺対策計画に基づいて当該地域の状況に応じた
自殺対策のために必要な事業、その総合的かつ効果的な取組等を実施する都道府県又は市町村に対
し、当該事業等の実施に要する経費に充てるため、推進される自殺対策の内容その他の事項を勘案
して、厚生労働省令で定めるところにより、予算の範囲内で、交付金を交付することができる。
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第三章　基本的施策
	 　
（調査研究等の推進及び体制の整備）
第十五条　国及び地方公共団体は、自殺対策の総合的かつ効果的な実施に資するため、自殺の実態、
自殺の防止、自殺者の親族等の支援の在り方、地域の状況に応じた自殺対策の在り方、自殺対策の
実施の状況等又は心の健康の保持増進についての調査研究及び検証並びにその成果の活用を推進す
るとともに、自殺対策について、先進的な取組に関する情報その他の情報の収集、整理及び提供を
行うものとする。
２　国及び地方公共団体は、前項の施策の効率的かつ円滑な実施に資するための体制の整備を行うも
のとする。
	 　
（人材の確保等）
第十六条　国及び地方公共団体は、大学、専修学校、関係団体等との連携協力を図りながら、自殺対
策に係る人材の確保、養成及び資質の向上に必要な施策を講ずるものとする。
	 　
（心の健康の保持に係る教育及び啓発の推進等）
第十七条　国及び地方公共団体は、職域、学校、地域等における国民の心の健康の保持に係る教育及
び啓発の推進並びに相談体制の整備、事業主、学校の教職員等に対する国民の心の健康の保持に関
する研修の機会の確保等必要な施策を講ずるものとする。
２　国及び地方公共団体は、前項の施策で大学及び高等専門学校に係るものを講ずるに当たっては、
大学及び高等専門学校における教育の特性に配慮しなければならない。
３　学校は、当該学校に在籍する児童、生徒等の保護者、地域住民その他の関係者との連携を図りつつ、
当該学校に在籍する児童、生徒等に対し、各人がかけがえのない個人として共に尊重し合いながら
生きていくことについての意識の涵かん養等に資する教育又は啓発、困難な事態、強い心理的負担
を受けた場合等における対処の仕方を身に付ける等のための教育又は啓発その他当該学校に在籍す
る児童、生徒等の心の健康の保持に係る教育又は啓発を行うよう努めるものとする。
	 　
（医療提供体制の整備）
第十八条　国及び地方公共団体は、心の健康の保持に支障を生じていることにより自殺のおそれがあ
る者に対し必要な医療が早期かつ適切に提供されるよう、精神疾患を有する者が精神保健に関して
学識経験を有する医師（以下この条において「精神科医」という。）の診療を受けやすい環境の整備、
良質かつ適切な精神医療が提供される体制の整備、身体の傷害又は疾病についての診療の初期の段
階における当該診療を行う医師と精神科医との適切な連携の確保、救急医療を行う医師と精神科医
との適切な連携の確保、精神科医とその地域において自殺対策に係る活動を行うその他の心理、保
健福祉等に関する専門家、民間の団体等の関係者との円滑な連携の確保等必要な施策を講ずるもの
とする。
	 　
（自殺発生回避のための体制の整備等）
第十九条　国及び地方公共団体は、自殺をする危険性が高い者を早期に発見し、相談その他の自殺の
発生を回避するための適切な対処を行う体制の整備及び充実に必要な施策を講ずるものとする。
	 　（自殺未遂者等の支援）
第二十条　国及び地方公共団体は、自殺未遂者が再び自殺を図ることのないよう、自殺未遂者等への
適切な支援を行うために必要な施策を講ずるものとする。
	 　（自殺者の親族等の支援）
第二十一条　国及び地方公共団体は、自殺又は自殺未遂が自殺者又は自殺未遂者の親族等に及ぼす深
刻な心理的影響が緩和されるよう、当該親族等への適切な支援を行うために必要な施策を講ずるも
のとする。
	 　（民間団体の活動の支援）
第二十二条　国及び地方公共団体は、民間の団体が行う自殺の防止、自殺者の親族等の支援等に関す
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る活動を支援するため、助言、財政上の措置その他の必要な施策を講ずるものとする。 
	 　
第四章　自殺総合対策会議等
	 　
（設置及び所掌事務）
第二十三条　厚生労働省に、特別の機関として、自殺総合対策会議（以下「会議」という。）を置く。
２　会議は、次に掲げる事務をつかさどる。
一　自殺総合対策大綱の案を作成すること。
二　自殺対策について必要な関係行政機関相互の調整をすること。
三　前二号に掲げるもののほか、自殺対策に関する重要事項について審議し、及び自殺対策の実施を
推進すること。
	 　
（会議の組織等）
第二十四条　会議は、会長及び委員をもって組織する。
２　会長は、厚生労働大臣をもって充てる。
３　委員は、厚生労働大臣以外の国務大臣のうちから、厚生労働大臣の申出により、内閣総理大臣が
指定する者をもって充てる。
４　会議に、幹事を置く。
５　幹事は、関係行政機関の職員のうちから、厚生労働大臣が任命する。
６　幹事は、会議の所掌事務について、会長及び委員を助ける。
７　前各項に定めるもののほか、会議の組織及び運営に関し必要な事項は、政令で定める。 
	 　
（必要な組織の整備）
第二十五条　前二条に定めるもののほか、政府は、自殺対策を推進するにつき、必要な組織の整備を
図るものとする。
	 　
附　則　抄
（施行期日）
第一条　この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行
する。
	 　
附　則　（平成二七年九月一一日法律第六六号）　抄
	 　
（施行期日）
第一条　この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該
各号に定める日から施行する。
一　附則第七条の規定　公布の日
	 　
（自殺対策基本法の一部改正に伴う経過措置）
第六条　この法律の施行の際現に第二十七条の規定による改正前の自殺対策基本法第二十条第一項の
規定により置かれている自殺総合対策会議は、第二十七条の規定による改正後の自殺対策基本法第
二十条第一項の規定により置かれる自殺総合対策会議となり、同一性をもって存続するものとする。
	 　
（政令への委任）
第七条　附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、政
令で定める。
附　則　（平成二八年三月三〇日法律第一一号）　抄
	 　
（施行期日）
１　この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、次項の規定は、公布の日から施行する。
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「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
（
令
和
４
年

1
0
月
閣
議
決
定
）
（
概
要
）

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す


年
間
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て
い
る


地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
を

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
推
進
す
る

第
3

 
自
殺
総
合
対
策
の
基
本
方
針

１
．
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

２
．
国
民
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
と
見
守
り
を
促
す

３
．
自
殺
総
合
対
策
の
推
進
に
資
す
る
調
査
研
究
等
を
推
進
す
る

４
．
自
殺
対
策
に
関
わ
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る

５
．
心
の
健
康
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
と
心
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

６
．
適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

７
．
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る

８
．
自
殺
未
遂
者
の
再
度
の
自
殺
企
図
を
防
ぐ

９
．
遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

1
0
. 
民
間
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

1
1
. 
子
ど
も
・
若
者
の
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

1
2
. 
勤
務
問
題
に
よ
る
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

1
3
.
女
性
の
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

1
.
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
推
進
す
る

2
. 
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
を
強
化
し
て
総
合
的
に
取
り
組
む

3
. 
対
応
の
段
階
に
応
じ
て
レ
ベ
ル
ご
と
の
対
策
を
効
果
的
に
連
動
さ
せ
る

4
. 
実
践
と
啓
発
を
両
輪
と
し
て
推
進
す
る

5
. 
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
企
業
及
び
国
民
の
役
割
を
明
確
化

し
、
そ
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る

6
. 
自
殺
者
等
の
名
誉
及
び
生
活
の
平
穏
に
配
慮
す
る

第
5

 自
殺
対
策
の
数
値
目
標


誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
当
面
は

先
進
諸
国
の
現
在
の
水
準
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和
８
年
ま
で
に
、

自
殺
死
亡
率
（
人
口

1
0
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数
）
を
平
成

2
7
年
と
比
べ
て

3
0
%
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。

(平
成

2
7
年
：

1
8
.5

 ⇒
令
和
８
年
：

1
3
.0
以
下

)
※
令
和
２
年
：

1
6
.4

第
6

 推
進
体
制
等

1
.
国
に
お
け
る
推
進
体
制

2
. 
地
域
に
お
け
る
計
画
的
な
自
殺
対
策
の
推
進

3
. 
施
策
の
評
価
及
び
管
理

4
. 
大
綱
の
見
直
し

第
2

 
自
殺
の
現
状
と
自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
基
本
認
識


自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
踏
ま
え
た
対
策
の
推
進

阻
害
要
因
：
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
等

促
進
要
因
：
自
己
肯
定
感
、
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
、
危
機
回
避
能
力
等


自
殺
対
策
は
、
社
会
に
お
け
る
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
を
減
ら
し
、
「
生
き
る
こ
と

の
促
進
要
因
」
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る

第
1

 
自
殺
総
合
対
策
の
基
本
理
念

○
平
成

1
8
年
に
自
殺
対
策
基
本
法
が
成
立
。

○
同
法
に
基
づ
く
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
自
殺
対
策
を
推
進
。

現
行
：
令
和

4
年
1
0
月
1
4
日
閣
議
決
定

第
３
次
：
平
成
2
9
年
7
月
2
5
日
閣
議
決
定

第
２
次
：
平
成
2
4
年
8
月
2
8
日
閣
議
決
定

第
１
次
：
平
成
1
9
年
6
月

8
日
閣
議
決
定

第
4

 
自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
当
面
の
重
点
施
策

１



40

■
相
談
体
制
の
充
実
と
相
談
窓
口
情
報
等
の
分
か
り
や
す
い
発
信
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
強
化

■
IC
T
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
S
N
S
等
）
活
用

・
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業
支
援
の
拡
充
、
IC
T
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
推
進
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
及
び
自
殺
関
連
情
報
対
策
の
強
化

・
自
殺
の
誘
引
・
勧
誘
等
情
報
に
つ
い
て
の
必
要
な
自
殺
防
止
措
置
・
サ
イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
取
組
を
推
進

・
特
定
個
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
書
き
込
み
の
速
や
か
な
削
除
の
支
援
や
人
権
相
談
等
を
実
施

■
ひ
き
こ
も
り
､児
童
虐
待
､性
犯
罪
・性
暴
力
の
被
害
者
、
生
活
困
窮
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る

支
援

■
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィの
方
等
に
対
す
る
支
援
の
充
実

■
関
係
機
関
等
の
連
携
に
必
要
な
情
報
共
有

■
自
殺
対
策
に
資
す
る
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取
組
も
含
め
て
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
等
を
推
進

■
報
道
機
関
に
対
す
る
W
H
O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
周
知

■
自
殺
対
策
に
関
す
る
国
際
協
力
の
推
進

「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」

＜
第
４

自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
当
面
の
重
点
施
策
の
概
要
＞

2

4
.自
殺
対
策
に
関
わ
る
人
材
の
確
保
、

養
成
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る

■
大
学
や
専
修
学
校
等
と
連
携
し
た
自

殺
対
策
教
育
の
推
進

■
連
携
調
整
を
担
う
人
材
の
養
成

■
か
か
り
つ
け
医
、
地
域
保
健
ス
タ
ッ
フ
、

公
的
機
関
職
員
等
の
資
質
向
上

■
教
職
員
に
対
す
る
普
及
啓
発

■
介
護
支
援
専
門
員
等
へ
の
研
修

■
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

・
若
者
を
含
め
た
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

■
自
殺
対
策
従
事
者
へ
の
心
の
ケ
ア

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
果
た
す
専
門
職
の
配

置
等
を
支
援

■
家
族
・
知
人
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
等
を
含

め
た
支
援
者
へ
の
支
援

2
.国
民
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
と

見
守
り
を
促
す

■
自
殺
予
防
週
間
と
自
殺
対
策
強
化

月
間
の
実
施

■
児
童
生
徒
の
自
殺
対
策
に
資
す
る

教
育
の
実
施

・
命
の
大
切
さ
・
尊
さ
、
S
O
S
の
出
し
方
、
精
神
疾
患
へ

の
正
し
い
理
解
や
適
切
な
対
応
を
含
め
た
心
の
健
康
の

保
持
に
係
る
教
育
等
の
推
進

■
自
殺
や
自
殺
関
連
事
象
等
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
、
う
つ
病
等
に
つ
い

て
の
普
及
啓
発

・
「
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
」

「
自
殺
対
策
と
は
、
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
支
援
で
あ
る
」

と
い
う
認
識
の
普
及

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
正
し
い
知
識
の
普
及
促
進

3
.自
殺
総
合
対
策
の
推
進
に
資
す
る

調
査
研
究
等
を
推
進
す
る

■
自
殺
の
実
態
や
自
殺
対
策
の
実
施
状

況
等
に
関
す
る
調
査
研
究
・
検
証
・
成
果

活
用

・
相
談
機
関
等
に
集
約
さ
れ
る
情
報
の
活
用
の
検
討

■
子
ど
も
・
若
者
及
び
女
性
等
の
自
殺
調

査
、
死
因
究
明
制
度
と
の
連
動

・
自
殺
等
の
事
案
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
・
分
析

・
予
防
の
た
め
の
子
ど
も
の
死
亡
検
証
(C
D
R
; 
C
h
il
d

D
e
a
th
 R
e
v
ie
w
)の
推
進

・
若
者
、
女
性
及
び
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
き
づ
ら
さ
等
に

関
す
る
支
援
一
体
型
の
実
態
把
握

■
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
殺
等
の
調
査

■
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
の
病
態
解
明
等

に
つ
な
が
る
学
際
的
研
究

1
.地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な

取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

■
地
域
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
、
地
域

自
殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成

■
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
・
見

直
し
等
の
支
援

■
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
の

支
援

・
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
長
の
設
置
の
支
援

・
全
国
の
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
長
に
よ

る
会
議
の
開
催
に
向
け
た
支
援

■
自
殺
対
策
の
専
任
職
員
の
配
置
・
専

任
部
署
の
設
置
の
促
進

5
.心
の
健
康
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
と

心
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

■
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
推
進

・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
推
進
、
S
N
S
相
談

の
実
施

■
地
域
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
推

進
体
制
の
整
備

■
学
校
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
推

進
体
制
の
整
備

■
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
者
の

心
の
ケ
ア
、
生
活
再
建
等
の
推
進

6
.適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

■
精
神
科
医
療
、
保
健
、
福
祉
等
の
連

動
性
の
向
上
、
専
門
職
の
配
置

■
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
人
材
の
養
成
等

・
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
を
早
期
に
発
見
し
確
実

に
精
神
科
医
療
に
つ
な
げ
る
よ
う
体
制
の
充
実

■
子
ど
も
に
対
す
る
精
神
保
健
医
療
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備

・
子
ど
も
の
心
の
診
療
体
制
の
整
備

■
う
つ
病
、
依
存
症
等
う
つ
病
以
外
の
精

神
疾
患
等
に
よ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
者
対
策

7
.社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
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「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」

＜
第
４

自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
当
面
の
重
点
施
策
の
概
要
＞

3

1
0
.民
間
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

■
民
間
団
体
の
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

■
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
確
立

■
民
間
団
体
の
相
談
事
業
に
対
す
る
支
援

・
多
様
な
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談

事
業
支
援
を
拡
充

■
民
間
団
体
の
先
駆
的
・
試
行
的
取
組
や
自
殺
多

発
地
域
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
支
援

8
.自
殺
未
遂
者
の
再
度
の
自
殺
企
図
を
防
ぐ

■
地
域
の
自
殺
未
遂
者
支
援
の
拠
点
機
能
を
担
う
医
療

機
関
の
整
備

■
救
急
医
療
機
関
に
お
け
る
精
神
科
医
に
よ
る
診
療
体

制
等
の
充
実

■
医
療
と
地
域
の
連
携
推
進
に
よ
る
包
括
的
な
未
遂
者

支
援
の
強
化

・
自
殺
未
遂
者
を
退
院
後
に
円
滑
に
精
神
科
医
療
に
つ
な
げ
る
た
め
の
医
療

連
携
体
制
の
整
備

・
自
殺
未
遂
者
か
ら
得
ら
れ
た
実
態
を
分
析
し
、
匿
名
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
推
進

■
居
場
所
づ
く
り
と
の
連
動
に
よ
る
支
援

■
家
族
等
の
身
近
な
支
援
者
に
対
す
る
支
援

・
傾
聴
ス
キ
ル
を
学
べ
る
動
画
等
の
作
成
・
啓
発

■
学
校
、
職
場
等
で
の
事
後
対
応
の
促
進

9
.遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

■
遺
族
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
運
営
支
援

■
学
校
、
職
場
等
で
の
事
後
対
応
の
促
進

・
学
校
、
職
場
、
公
的
機
関
に
お
け
る
遺
族
等
に
寄
り
添
っ
た
事
後
対
応

等
の
促
進

■
遺
族
等
の
総
合
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
情
報

提
供
の
推
進
等

・
遺
族
等
が
直
面
す
る
行
政
上
の
諸
手
続
や
法
的
問
題
等
へ
の
支
援
の

推
進

■
遺
族
等
に
対
応
す
る
公
的
機
関
の
職
員
の
資
質
の

向
上

■
遺
児
等
へ
の
支
援

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
遺
児
の
支
援
強
化

1
1
.子
ど
も
・
若
者
の
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

■
い
じ
め
を
苦
に
し
た
子
ど
も
の
自
殺
の
予
防

■
学
生
・
生
徒
へ
の
支
援
充
実

・
長
期
休
業
の
前
後
の
時
期
に
お
け
る
自
殺
予
防
を
推
進

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
等
に
よ
る
自
殺
リ
ス
ク
の
把
握
や
プ
ッ
シ
ュ
型
の
支
援
情
報
の
発
信
を
推
進

・
学
校
、
地
域
の
支
援
者
等
が
連
携
し
て
子
ど
も
の
自
殺
対
策
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
や
緊
急
対
応
時
の

教
職
員
等
が
迅
速
に
相
談
を
行
え
る
体
制
の
構
築

・
不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
内
外
に
お
け
る
居
場
所
等
の
確
保

■
S
O
S
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
推
進

・
命
の
大
切
さ
・
尊
さ
、
S
O
S
の
出
し
方
、
精
神
疾
患
へ
の
正
し
い
理
解
や
適
切
な
対
応
を
含
め
た
心
の
健
康
の
保

持
に
係
る
教
育
等
の
推
進

・
子
ど
も
が
S
O
S
を
出
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
大
人
が
子
ど
も
の
S
O
S
を
受
け
止
め
ら
れ
る
体
制
を
構
築

■
子
ど
も
・
若
者
へ
の
支
援
や
若
者
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
の
充
実

・
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業
支
援
の
拡
充
、
IC
T
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
推
進

■
知
人
等
へ
の
支
援

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
等
を
含
め
た
自
殺
対
策
従
事
者
の
心
の
健
康
を
維
持
す
る
仕
組
み
づ
く
り

■
子
ど
も
・
若
者
の
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
整
備

・
こ
ど
も
家
庭
庁
と
連
携
し
、
体
制
整
備
を
検
討

1
2
.勤
務
問
題
に
よ
る
自
殺
対
策
を

更
に
推
進
す
る

■
長
時
間
労
働
の
是
正

・
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底
及
び
長
時
間
労
働
の
是

正
の
推
進

・
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
導
入
促
進

・
コ
ロ
ナ
禍
で
進
ん
だ
テ
レ
ワ
ー
ク
を
含
め
、
職
場
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

・
「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大

綱
」
に
基
づ
き
、
過
労
死
等
の
防
止
対
策
を
推
進

・
副
業
・
兼
業
へ
の
対
応

■
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
推
進

■
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止

1
3
.女
性
の
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

■
妊
産
婦
へ
の
支
援
の
充
実

・
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
に
よ
り
身
体
的
・
精
神
的
な
悩

み
や
不
安
を
抱
え
た
若
年
妊
婦
等
に
つ
い
て
性
と
健

康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
等
に
よ
る
支
援
を
推
進

■
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
課
題
を
踏
ま

え
た
女
性
支
援

・
子
育
て
中
の
女
性
等
を
対
象
に
き
め
細
か
な
就
職

支
援
。

・
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
相
談
体
制
の
整
備
を
進

め
る
等
、
被
害
者
支
援
の
更
な
る
充
実

・
様
々
な
困
難
・
課
題
を
抱
え
る
女
性
に
寄
り
添
っ
た

き
め
細
か
い
相
談
支
援
等
の
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
取
組
を
支
援

■
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
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こころといのちの相談・支援

かけがえのない命をみんなで守るために
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